
環境未来都市評価結果シート 4 年目 （平成27年度）

4年目の達成度平均 59.5% 4年目の達成度平均 106.3% 4年目の達成度平均 70.5%

4年目の5年目標に対する達成度平均 52.5% 4年目の5年目標に対する達成度平均 80.0% 4年目の5年目標に対する達成度平均 65.8%

北海道　下川町
人口：3,445人（平成27年3月末現在）
世帯数：1,787世帯（平成27年3月末現在）
就業人口：1,932人（平成21年）、町内GDP：215億円（平成21年度）
面積：644.2km2（うち森林面積569.8ｋ㎡）

取組進捗評価結果（都市による自主評価に基づく達成度）

Q1．環境的価値 Q2．社会的価値 Q3．経済的価値

1年毎の目標値に対する達成度 1年毎の目標値に対する達成度 1年毎の目標値に対する達成度

5年後の目標に対する達成度 5年後の目標に対する達成度 5年後の目標に対する達成度

指標番号 指標名 Q4.特記したい事項（国際展開・都市間連携等） 平成27年度の取組総括
指標01 エネルギー自給率（％） 森林総合産業について

　一定の成果が出ており、順調に進んでいる。先進的林業機械の導入、バイオマスボ
イラーの導入、小学校の木質化など事業が進捗している。今後は林業と林産業の連
携を強化していくとともにサプライチェーン化に向けて取り組む。
超高齢化について
　見守りシステムの計画目標台数を整備し運用を開始している。また、予約型乗合タ
クシーの規模拡大により交通システムの充実や、デマンドバスの運行の開始により町
内の交通手段の充実が図られた。今後はお年寄りの健康寿命を延ばすと同時に生き
がいづくりや中心街の賑わいの創出といった点も併せて解決できるような施策を展開
する必要がある。
エネルギー完全自給について
　平成25年度は熱電併給や地域熱暖房の調査事業を主に行った。今後は調査結果
をもとに計画を構築し、下川町のエネルギー１００％に向けて取組を推進していく。
複合的な取組み
　一の橋地区の集住化モデルによりエネルギーコストの低減や、高齢化対策、産業創
出など一定の効果がみられている。

指標02 木質原料供給量

指標03 エネルギー作物ヤナギ生産量（t）

指標04 二酸化炭素排出量（t-CO2）

指標05 満足＋やや満足の割合（％）

指標06 満足度（％）

指標07 回答（満足＋やや満足の割合）（％）

指標08 満足＋やや満足（％）

素材供給量（m3）
委員からの取組全体に関する評価

指標14 林業・林産業生産額（万円）

指標09 後期高齢者医療費一人当たり給付額（万円）

指標10 情報の収集、市場公募債・民間ファンドの検討

指標11 設立準備委員会の設置（町・地域団体）→組織化・運営体制の検討

○他の地方自治体とのパートナーシップの構築も含め、小規模な環境未来都市として
ユニークな取組を行い、十分な実績が上がっている点を評価する。今後は農山村や
都市部から離れた地であっても、高齢化率、人口減少率を抑制できるということを示さ
れ、小規模自治体のモデルとして世界に誇れるような実績をあげられることを期待す
る。
○エネルギー自立に向けて非常に戦略的に取組が進められていることを評価する。
小規模自治体の一番の課題は需要の確保である。下川町における集住化を実施し
熱電併給が実現できる需要を確保した点を最も評価する。今後は、コンパクトシティの
ビジュアル化やFIT終了後の街の姿をイメージした取組の展開を期待する。
○エネルギー施策により世界から高い注目を浴び、多くの視察者が訪れている状況
を最大限活かすため、ＭＩＣＥ戦略のように宿泊や商業機能の充実を図り、経済活性
化・雇用創出に繋げていくことを期待する。
○森林文化創造が下川町の将来への発展に向けての鍵と認識した。素晴らしいエネ
ルギーシステムも人が使ってこそ、人がいなくなれば意味を為さなくなることからも、森
林文化創造を発信するシステムを内側の視点ではなくて、外側からの視点で検討し、
都市部でのＰＲやＩＴを用いた展開を期待する。

高知県梼原町、熊本県小国町と「持続可能な小規模自治体アライアンス」を平成3月24
日に締結した。この連携をもとに、３町間で地域の課題解決に向けた情報交換等を行
い、環境・エネルギー、農林業、少子高齢化などあらゆる分野において町民との協働に
よる魅力的なくらしの実現に向けた連携関係を構築する。

東京港区、神奈川県横浜市（戸塚区）、京都府京丹波町と経済交流・シニア世代交流・
子供交流を行った。平成27年度からは環境モデル都市の岐阜県御嵩町とも子供交流を
新たに開始した。

モンゴル・ボリビアをはじめとして移出展開に係る調査を行うとともに、先進地のJICAを
つうじ途上国視察研修生の受入などをおこなった（海外からの視察者平成27年度99名）

指標15 林業・林産業従事者数（人）

指標16 木材生産効率（m3/人・日）

指標12 指標の検討、大枠設計
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